
ハンブルグ日本人学校における探究学習の実践について
ー 教員の研究体制の構築 と 探究学習プログラムの開発 ー

ハンブルグ日本人学校の特色を生かした「探究学習」について

ハンブルグ日本人学校では

「異文化の中で国際感覚を磨く児童生徒の育成
〜人と人とのつながりを大切にした探究学習を通して〜」

を研究主題とし

・海外という環境
・人とのつながり
・豊かな環境
・地域や保護者の支え

というハンブルグの強みを活かして
「生活科」「総合的な学習の時間」で

「国際感覚」という概念の形成・獲得を
めざした単元開発に取り組んでいます。



探究学習プログラムの開発

各学年ごとに探究学習単元を開発し、「AG+中間発表会」(R6/10/25)に実施

「AG+中間発表会」には、ドイツ国内および近隣諸国の日本人学校や日本から教員が参
会し、活発な意見交換を行うことで、他校の教員との新たなつながりが生まれ、学びの場が広
がりました！

探究学習の単元作成過程の方法を発信、普及するために
「単元指導計画」 および「カイハツのキロク」を各学年で作成

作成した単元については、変化
する環境や児童・生徒の実態に
対応し、PDCAサイクルをまわ
しながら継承・改善する。

作成した単元については、変化
する環境や児童・生徒の実態に
対応し、PDCAサイクルをまわ
しながら継承・改善する。

各学年の探究学習単元の実践では、地元ハウステンベックの商店の人々、自然活動家、日系企業等
の協力を得て児童生徒が主体的に自分たちが設定した探究のテーマを追究しました。



ハンブルグ日本人学校で行っている単元開発、
授業実践が児童生徒の

国際感覚の概念の形成・獲得
にどのような影響を与えているかを検証するために

小・中学部の児童生徒全員へのアンケートと、
抽出者へのインタビューを年3回実施

探究学習の単元作成過程の記録

「カイハツのキロク」

小学部３学年の「カイハツのキロク」の一部

アンケートとインタビューによる
研究の検証



教員の研究体制の構築

探究学習や日々の授業実践についての学びを深
めるために、校内研修会以外に、

月1回の自主的なオンラインでの教員研修
「Groβes Café」 （グローセスカフェ）

を開催

2025年開催予定日：
4/29、5/27、6/24，7/22、9/30、10/28、
11/25、12/16、26年1/27、2/24，3/3
開催時間：
ドイツ時間 16:00〜17:00
日本時間 23:00〜24:00 サマータイム期間

(24:00〜25:00)

研究部が毎月 研究通信 FERNWEH を発行


